
令和２年度　輪之内町立福束小学校　　学校評価書

学校の
教育目標

経営の
重点

評価基準　Ａ(3ポイント)：実践し，効果をあげることができた。
　　　　　Ｂ(2ポイント)：実践し，一応の効果をあげることができた。
　　　　　Ｃ(1ポイント)：実践し，僅かだが効果をあげることができた。
　　　　　Ｄ(0ポイント)：実践したが，効果をあげることができなかった。

町の重点 評価の窓 教員評価
ポイント 評価 今年度の成果 来年度への改善策

【学校経営】
全教職員が協力し
て活力ある学校経
営をする。 　勤務の適正化と教職員が健康で

やりがいをもてる経営 90 Ａ

・学年部で協力して行事や教材研究を行い、効率よく仕事を進めている。
・新型コロナウィルス感染予防対策や、それを踏まえた児童の生活や活動
などを、全職員で共通理解をし、協力して確実に行うことができた。
・１９時退校や８の付く日、水曜日は１８時退校を意識し、勤務時間の短縮に
努めた。

・１８時や１９時に退勤する、月４５時間を超えないことを意識し
て勤務する。早く帰ることでリフレッシュして、明るく健康に過ご
せるようにする。
・家に持ち帰って行う仕事が多くなっているため、優先順位を
つけて計画的に仕事を進めるようにする。
・超過勤務になっている原因を明らかにして、管理職が助言を
したり学校全体で、仕事の分担や協力をする。

【研修】
自己の課題を明確
にし、主体的に研
修を進め、確かな
指導力を身に付け
る。

　学校教育目標実現に向けて資質
向上を図り、組織的・継続的な研
修の実施

76 Ｂ

・研修を定期的に設けることで、パソコン・ICT活用・コロナ予防対策など時事
に応じた研修ができた。
・研修に対して、職員が前向きに取り組み、一人一人の資質向上につながっ
た。
・研究主題をふまえた校内研究会を連続して行い、授業の実践や研究討
議、講師の指導から成果と課題が明らかになり、来年度への見通しがもて
た。

・現職研修の計画に沿って,校務分掌のそれぞれの担当者から
の研修を位置づけることで多用な研修を行うようにする。
・校内研究を通して，明らかになったことや合わせて進めていく
ことを明確にして、取り組むようにする。

【教科指導】
基礎的・基本的な
知識・技能の習得
を図るとともに、思
考力・判断力・表現
力及び自ら学ぶ意
欲や態度を育て、
学力向上を推進す
る。

　主体的・対話的で深い学びの視
点からの授業改善 73 Ｂ

・校内研究会での実践や学習委員会からの「つなぎ発言」など月目標への
全校での取組や指導を通して、児童の「話すこと」のレベルを高めることがで
きた。
・スキルタイムや対話タイムの取組で、児童は交流の楽しさを味わい交流へ
の意欲が高まった。また、授業でのペアや少人数での交流が高まり、仲間と
の学びが深まりつつある。
・学習意欲を高める課題までの導入を大切にしたり、深い学びをめざした
「深め」の在り方を工夫したりするなど、授業改善の視点が明確になった。

・単元を貫く課題や児童につけたい力を明確にして、対話を取
り入れた学習活動を工夫する。
・授業の導入で、前時との違いや本時の課題を明確にする指
導をどの時間にも位置づける。
・交流活動や深めの活動、発問の工夫を図り、児童の学習へ
の意欲や学びを深める。
・朝のスキルタイムや言葉タイムに、児童がより楽しく主体的に
取り組めるように、内容や方法を工夫する。

【道徳教育】
自己を見つめる力
と他を思いやる心
を育てる。

　生き方についての考えを深める
特別の教科道徳の充実 70 Ｂ

・道徳の授業で、考えたことや行動の理由を話し合ったり自己を見つめ直す
機会をもったりすることを大切にした。
・道徳で学んだことを、帰りの会の「かがやきみつけ」や教師の話とつなげて
評価したり価値づけたりした。

・教科の時間や児童会や学級活動で、道徳の授業で考えたり
学んだりした道徳的な価値付けを大切にする。
・児童の活発な話し合いとなるように、教材研究を深め、発問
や話し合いの仕方を工夫する。

【外国語教育】
 外国語に慣れ親し
み、コミュニケー
ション能力を高め
る。

　主体的にコミュニケーションを
図る姿が具現される指導方法等の
工夫

67 Ｂ

・児童は、言葉や会話を積極的に練習し、英語でのコミュニケーションを図ろ
うとしたり、ゲームを楽しんだりすることができた。
・ALTと講師、担任の役割分担を明確にし、どの児童も理解できるように繰り
返し粘り強く指導をした。

・ＡＬＴとの打ち合わせで、児童の実態を大切にしたて授業での
時間配分や活動を検討する。

【総合的な学習の
時間】
探究的な学習を通
して、よりよく問題
を解決する資質・能
力を育てる。

　「ふるさと輪之内」に学ぶ態度
と輪之内を愛し誇りに思う心を育
成する探究活動の充実

67 Ｂ

・出前授業や輪之内町内の校外学習を,できるかぎりで行った。
・地域の題材を取り扱うことができなかったため、タブレットを活用してイン
ターネットで調べる活動が中心となった。
・高学年では、タブレットを活用して調べたことなどをまとめ、下学年に向け
て発表することができた。

・これまでと同じテーマの中でも、一人一人が課題に向かって
追究していける学習活動を工夫する。
・学年に応じたタブレットを活用した活動や発表の仕方を工夫
する。　　　　　　　　　　・わかりやすく伝えるために、見通しを
もって調べたりまとめたことを工夫して表現したりする力をつけ
る。

【特別活動】
所属感を高め、より
よい生活や望まし
い人間関係を築こ
うとする自主的、実
践的な態度を育て
る。

　望ましい人間関係や学級集団と
してのまとまりを育てる学級経営
の充実（ＱＵ検査の活用）

73 Ｂ

・生活ノートや教育相談を生かして児童の悩みや心配によりそうことができ
た。
・委員会のキャンペーンや呼びかけ、放送での結果報告などを通して学校や
学級の一員としての意識を高めた。
・ＱＵの研修を通して、児童の変容を共通理解して指導した。
・帰りの会の「輝き見つけ」で，仲間のよさに目を向けることと自分の成長を
ペアに伝え合うことを継続し、自分のよさに気づける機会を大切にした。

・児童との教育相談の順番などに配慮し、確実に相談を行う。
・学級あそび等での問題点を自分たちで解決していける力をつ
けるために、児童に考えさせたり、教師からの働きかけや支援
を工夫したりする。
・「５つの伝統」について、取組む委員会や時期を明確にするな
どして、児童の活動としてを引き継いでいくことを大切にする。

【生徒指導】
共感的な児童生徒
理解に徹し、よりよ
い人間関係の形成
を図り、自己指導
能力を育てる。

　児童生徒理解の深化を図り、教
職員と児童生徒との信頼関係の構
築

85 Ａ

・学級担任、生徒指導、管理職が一体となり児童の問題の早期対応や解決
を図った。
・教育相談担当の働きかけで「にこにこアンケート」を確実に行い、教育相談
に生かすことができた。
・どの学級でも、児童の願いや思いを受けとめ、児童の安心や楽しさにつな
がるように、話を聞いたり共に活動したりすることができた。
・教育相談だけでなく，休み時間の様子や授業での頑張りに目を向け，一人
一人のよさを価値付け、児童が自分のよさを自覚できるように支援を続け
た。

・自己解決能力を伸ばす取組みを意図的に行う。
・「心のアンケート」から、具体的な内容と児童の思いを確実に
つかんで、指導に生かすとともに、生活の中での言動を具体的
に指導する。また、「心のアンケート」に表れない児童の悩みに
も目を向ける。

【キャリア教育】
社会的・職業的自
立に向けて必要な
基盤となる資質・能
力を育てる。

　勤労観・職業観を育成する体験
活動の位置づけと事前・事後指導
の充実

67 Ｂ

・児童に必要な生活の技能を身につけられるように指導した。
・一人一役の係を位置づけ、自分が役に立つことや人のために働くことのよ
さを実感できるように努めた。
・異学年での交流は少なかったが、「福っこ掃除」では、いつも以上に一生懸
命働くことができた。

・多種多様な職業があることや、どのような社会への働きがあ
るかなどを学ぶために、職業に関する本を活用する。
・掃除、係活動、委員会活動等一人一人の役割を設け、働くこ
との喜びや大切さを味わえるようにする。
・遊びや掃除、給食など異学年での活動を大切にする。
・地域とふれ合ったり地域から学んだりする体験活動を位置づ
ける。

【健康安全
教育】
運動に親しみ、進
んで健康で安全な
生活を営む態度を
育てる。

　自ら命を守りきる防災意識を向
上させるための指導方法や指導体
制の工夫改善

77 Ｂ

・コロナ感染症予防対策を踏まえた「命を守る訓練」を計画通り実施し、自分
の命を自分で守ることの大切さをくり返し指導することができた。
・洪水から身を守る、垂直避難訓練を行うことができた。
・社会科でハザードマップを扱う単元が新しく入り，児童は、日常生活の中で
の防災について学んだ。
・新型コロナウィルス感染予防のために気をつけることややるべきことにつ
いて、その理由と共に指導をし、徹底をした。

･ZOOMを用いた活動を工夫する。
・いろいろな状況や場面を想定した「命を守る訓練」を工夫して
行う。　　　　　　・新型コロナウィルス感染予防対策を、緊張感
をもって継続するとともに、その意味や理由についても学年に
応じた指導を繰り返すことで、自分を守り、他を大切にする力
を育てる。。

【特別支援教育】
一人一人の教育的
ニーズに応じ、自立
し社会参加するた
めの基盤となる力
を育てる。

　特別支援教育コーディネーター
を中心とした校内支援体制づくり
と合理的配慮の構築

83 Ａ

・個別に指導するなど児童の実態に応じた支援をしたことで、落ち着きや意
欲を高めることができた。
・支援員と協力して、児童に寄り添い学習や活動を進めていくことができた。
・就学指導については、教育委員会や特別支援学校とも連携をはかり、保
護者の理解を図ることができた。
・通常学級での配慮の必要な児童に対して、子どもの実態に合わせた配慮
や支援をした。

・家庭と連絡をとりあって、生活に必要な技術をさらに身につけ
られるようにする。
・通級指導教室や特別支援学級を勧めるにあたっては、早い
段階から、保護者に働きかけるようにする。
・通常学級の中の支援の必要な児童については、情報交流を
早めに行い、適切な支援を検討して実行する。

【人権教育】
自他の大切さを認
め、互いに人権を
尊重する望ましい
人間関係を醸成す
る。

　児童生徒と全教職員が一体と
なったいじめや差別を許さない学
校・学級づくり

91 Ａ

・各学級で「かがやきみつけ」を行ったりひびきあい集会に向けての「キャン
ペーン」に全校で前向きに取り組んだりしたことで、互いを思い合うことや差
別を生まないことを大切に指導した。
・「いじめ０宣言」を位置づけ下校時に唱和することで、児童の意識を高める
ことができた。
・「ひびきあいの日」に向けて、児童が主体的に取り組めるよう計画委員会を
中心とした活動を意図的に仕組むことができた。

・仲間のよさやがんばりと共に、自分のよさやがんばりに気づ
ける活動や働きかけを工夫することで、自分への自信を高め
ることができるようにする。
・「いじめゼロ宣言」に関わって、自分たちの生活を振り返る機
会をもち、意識を高める。

 【ＩＣＴ教育】
児童生徒の情報モ
ラルを高め、情報
社会に対応できる
情報活用能力を育
てる。

　ＩＣＴを有効活用した学習活動
の充実 85 Ａ

・デジタル教科書の活用とともに、タブレットの写真・動画機能や書き込みの
機能を学習や活動に生かす。
・児童用タブレットを活用し、意見交換を行うことができた。
・タブレットやインターネットを主体的に活用しようとする児童が増え、ICTに
関わる技能が向上した。
・一人一台タブレットがあることで、リモート機能を活用した授業や総合的な
学習の発表に活用することができた。
・新型コロナウィルス感染予防対策のため集会活動などが制限される中、適
宜、リモート機能を活用して、交流を図ることができた。

・ICTの活用や児童に身に付けさせる技能などについて、年間
指導計画を明確にし、確実に指導する。
・ICT機器を生かした授業のあり方について工夫改善する。
・ICT機器の効果的な活用について、計画的に研修や交流の
機会をもつ。

豊かな心　たくましい力のある子
明日も行きたい　行かせたい　楽しい学校

【学校関係者評価】
・新型コロナウィルス感染予防について、全職員や家庭が協力して確実に対策を行っている。今後も、必要に応じて継続したり見直したりしていくことが大切である。
・一人一台のタブレットについては、児童の実態や家庭の状況を大切にして、児童の学習や活動にプラスになる活用の仕方を工夫する必要がある。また、教職員の研修を計画的に行い意欲や技能を高め
る。
・児童のランドセルが大変重くなっている。今後、タブレットも持ち帰るにあたっては、児童の持ち物について検討が必要である。
・「働き方改革」については、全教職員の意識が高まっているといえる。
・読書に親しむことについて、学校では授業「読書の時間」「図書館祭り」「ビブリオバトル」などいろいろな活動がなされている。家庭にもその活動を伝えるなどして、啓発を図る。
・「いじめ」については、今後も早期発見・早期対応・解決を図るとともに、「いじめ」や差別を生まない児童への心の教育を大切にする。
・コロナ禍の中ではあるが、地域の学習や地域の人との関わることなど、活動の仕方を工夫して大切にしたい。


